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新
し
い
「
令
和
」
の
時
代
を
迎
え
た
５
月 

日
（
金
）、

田
沼
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
勝
林
寺
（
東
京
都
豊
島
区
）

で
、
意
次
侯
の
生
誕
三
百
年
を
記
念
し
た
法
要
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
今
回
の
法
要
は
、
勝
林
寺
と
牧
之
原
市
史
料
館
が
収

蔵
す
る
意
次
侯
の
肖
像
画
が
、
初
め
て
揃
う
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

か
つ
て
、
意
次
侯
が
相
良
藩
主
と
し
て
治
め
た
牧
之

原
市
か
ら
、
市
民
を
代
表
し
て
田
沼
意
次
侯
生
誕
三
百

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
河
野
研
司
委
員
長
を
は
じ

め
、
９
名
が
法
要
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

勝
林
寺
の
窪
田
充
栄
住
職
の
読
経
の
あ
と
、
河
野
委

員
長
か
ら
牧
之
原
市
が
取
り
組
む
意
次
侯
の
功
績
顕
彰

や
生
誕
三
百
年
記
念
事
業
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

牧
之
原
市
学
芸
員
の
長
谷
川
さ
ん
か
ら
は
、
意
次
侯

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
功
績
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

牧
之
原
市
で
最
も
意
次
侯
に
ゆ
か
り
の
あ
る
平
田
寺

（
牧
之
原
市
大
江
）
の
竹
中
智
厚
住
職
か
ら
は
、
先
人

へ
の
感
謝
「
お
陰
様
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
法
話
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

法
要
の
あ
と
、
一
行
は
田
沼
家
墓
所
を
清
掃
し
、
窪

田
住
職
と
竹
中
住
職
に
読
経
い
た
だ
き
、
功
績
の
顕

彰
・
継
承
と
生
誕
三
百
年
記
念
事
業
の
成
功
を
祈
念
し

ま
し
た
。 

 

今
年
の
９
月
に
は
、
牧
之
原
市
史
料
館
所
蔵
の
田
沼

家
ゆ
か
り
の
品
を
勝
林
寺
に
出
張
展
示
す
る
な
ど
、
生

誕
三
百
年
を
機
会
に
意
次
侯
を
通
じ
た
交
流
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

通信 

意次ドットコム 

田沼意次情報は 
こちらから！ 田沼意次侯生誕 300 年 

「田沼再興元年」記念事業始まる 

勝
林
寺 

窪
田
充
栄 

住
職 

田
沼
家
菩
提
寺
の
勝
林
寺
で
意
次
侯
法
要 

牧
之
原
市
民
も
参
加 

功
績
と
遺
徳
を
偲
ぶ 
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今
こ
そ
意
次
侯
の 

情
報
発
信
を 

 若い世代には、意次侯を知らない人が多
くいる。「賄賂」という負のイメージが付き
まとうが、近年は先進性などが再評価され
ている。 
 生誕 300 年を契機に、積極的に情報発信
したい。 

牧
之
原
市
に
と
っ
て
は 

礎
を
築
い
た
名
君 

生
誕
三
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

河
野
研
司 

委
員
長 
 20 数年前は「賄賂政治家」のイメージが
根強く、地元でも意次侯を取り上げた活動
に否定的な意見が多かった。 
実は有能な政治家だったということを多

くの人に知ってもらうため、顕彰や記念事
業に市を挙げて取り組む。 

意
次
侯
は
中
興
の
祖 

先
人
へ
の
感
謝
が
大
切 

平
田
寺 

竹
中
智
厚 

住
職 

 意次侯は、消失した本堂を再建するため、
木材などを寄進してくださった。今日の私
たちがあるのは、意次侯をはじめとする先
人のおかげ。 
 何気なく過ぎる日常だが、先人たちへの
「お陰様の心」を大切に生きたい。 

牧
之
原
市
学
芸
員 

長
谷
川
倫
和 

主
査 

礼
儀
正
し
く
教
養
豊
か 

数
々
の
功
績
残
す 

 意次侯は、分け隔て無く誰でも平等に接
し、舞踊や将棋が得意であったと記録にあ
る。物事を進める上で、人の懐に入るのが
うまかった人物だったと考えられる。 
 能力があれば商人や農民も登用するな
ど、常識に囚われない数々の改革を実施。 

mailto:sangyo@city.makinohara.shizuoka.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意
次
侯
の
生
誕
三
百
年
を
記
念
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

切
手
シ
ー
ト
を
販
売
し
ま
す
。 

 
 

円
切
手
が 
枚
で
、
田
沼
家
ゆ
か
り
の
寺
院
や
史

跡
、
品
物
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

令
和
元
年
度
の
限
定
販
売
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
是
非
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

生
誕
三
百
年
を
記
念
し
て 

意
次
侯
に
ち
な
ん
だ
新
商
品
を
開
発 
生
誕
三
百
年
記
念 

オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手
シ
ー
ト
を
販
売 
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１ 期間 令和元年７月１日（月）8:15～ 
      ※なくなり次第終了 
２ 数量 1,000 シート ※１人１シート限定 
３ 価格 １シート 1,500 円 ※82 円切手×10 枚 
４ 販売窓口 
【直接販売、現金書留による販売（要電話予約）】 
 ・牧之原市役所 観光課 相良庁舎２階 
  （田沼意次侯生誕 300 年記念事業実行委員会事務局） 
  受 付：平日 8:15～17:00 
  所在地：〒421-0592 牧之原市相良 275 
  電 話：0548-53-2623 
【直接販売のみ】 
 ・牧之原市史料館（受付：9:00～16:00） 
          ※月曜、祝日の翌日は休館日 
  所在地：〒421-0592 牧之原市相良 275-2 
  電 話：0548-53-2625 
 ・牧之原市役所 会計課窓口 榛原庁舎２階 
  受 付：平日 8:15～17:00 
  所在地：〒421-0495 牧之原市静波 447-1 
  電 話：0548-53-2623 

＜オリジナル切手シートのイメージ＞ 

路
線
バ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で 

生
誕
三
百
年
を
Ｐ
Ｒ 

 

田
沼
意
次
侯
の
生
誕
三
百
年
を
牧
之
原
市
外
の

方
に
も
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
４
月 

日
か
ら
意
次
侯

肖
像
画
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
、
し
ず
て
つ
ジ

ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
の
バ
ス
が
静
岡
市
内
及
び
焼
津
・

藤
枝
市
内
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
、
今
年
度
限
定
の
運
行
で

す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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意次侯 の大型肖像幕 が完 成 
藩 主 として堂 々たる存 在 感 

製
塩
の
奨
励
に
ち
な
み 

「相
良
の
塩
飴
」を
販
売 

あ
の
「田
沼
茶
羊
羹
」が 

好
評
に
つ
き
商
品
化 

田沼茶羊羹 １個 150 円（税込） 

 

相
良
高
校
生
と
地
元
菓
子
店
「
扇

子
家
」
が
共
同
開
発
し
た
「
田
沼
茶

茶
羊
羹
」
は
、
期
間
限
定
で
の
販
売

で
し
た
が
、
好
評
に
つ
き
商
品
化
さ

れ
ま
し
た
。
是
非
、
牧
之
原
茶
と
一

緒
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

御菓子司 扇子家 

住所 静岡県牧之原市福岡４ 

電話 0548-52-0218 

営業時間 8:30～19:00 

定休日 水曜日、第３火曜日 

 

牧
之
原
市
商
工
会
女
性

部
で
は
、
意
次
侯
が
製
塩
を

奨
励
し
た
こ
と
に
ち
な
み
、

手
作
り
の
「
相
良
の
塩
」
を

使
っ
て
「
相
良
の
塩
飴
」
を

発
売
。
七
曜
紋
に
見
立
て
た

７
個
入
り
。
昔
な
が
ら
の
美

味
し
い
飴
玉
を
是
非
、
お
試

し
く
だ
さ
い
。 

牧之原市商工会女性部 

住所 静岡県牧之原市波津 691-2  電話 0548-52-0640 

営業時間 8:30～17:15（月～金曜日） 

相良の塩飴 
１袋 100 円（税込） 

 

田
沼
意
次
侯
の
生
誕
三
百
年
を
記
念
し
、

功
績
を
Ｐ
Ｒ
す
る
大
型
肖
像
幕
が
牧
之
原

市
役
所
榛
原
庁
舎
に
掲
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

意
次
侯
が
相
良
藩
主
と
な
っ
た 

歳
代

前
半
を
描
い
た
と
さ
れ
る
、
牧
之
原
市
史
料

館
所
蔵
の
肖
像
画
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

家
柄
・
農
業
重
視
か
ら
能
力
・
商
業
主
義

に
政
策
を
転
換
し
、
当
時
悪
化
し
て
い
た
江

戸
幕
府
の
財
政
を
立
て
直
し
た
意
次
侯
の

功
績
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

９
月
ま
で
は
榛
原
庁
舎
に
掲
出
、 

月
か

ら
は
相
良
総
合
セ
ン
タ
ー
「
い
～
ら
」
に
移

し
て
翌
年
３
月
ま
で
掲
出
予
定
で
す
。 

縦約４ｍ、横約 2.4ｍの意次侯大型肖像幕 
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